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十全大補湯の自己免疫賦活作用による悪性腫蕩への効果に

ついての報告があり、担癌患者へ積極的に投与されるように

なっている。今回、跨脱癌術後のリンパ節転移を認めた症例

に対して使用し、その転移が消失した症例を経験したので

報告する。

症例は89歳の女性。 CEA高値での精査中に見つかった

腸脱癌の症例。勝脱部分切除を施行して、病理結果が

Urothelial C訂 C恒orna,high grade, pT2b，断端陰性であった。

術後CEAは速やかに低下した。術後6ヶ月でCEAの上昇を

認め、画像検査ではCTにて閉鎖リンパ節の腫大を認めた

ため再発と判断。全身的な化学療法や闘す線治療は希望せず、

十全大補湯の内服のみを開始した。内服開始し4ヶ月目の

採血にて CEAの低下を認め、画像検査では CTにて転移

リンパ節の、消失を認めた。副作用などは認めず、現在も内服

を継続し腫蕩の進展は認めていなし＝。十全大補湯の抗腫蕩

効果で、転移巣が消失したと考えられる。十全大補湯の

抗腫蕩効果について、文献的な考察をつけて報告する。
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